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平
成
二
年
度
の
新
規
事
業
に
つ
い
て

所

長

関

野

哲

雄

当
セ
ン
タ
ー
の
新
年
度
の
調
査

・
研
究

事
業
は
大
小
と
り
ま
ぜ
て
十
九
項
目
に
な

り
ま
す
が
、
乙
の
う
ち
新
規
事
業
は
三
項

目
で
す
。

こ
の
ほ
か
本
年
度
は
当
セ
ン
タ
ー
の
改

築
が
あ
り
ま
す
の
で
、
乙
の
四
項
目
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

施
設
整
備
事
業

当
セ
ン
タ
ー
は
阻
和
四
十
一
年
度
に
建

設
に
着
手
し
昭
和
四
十
三
年
に
開
所
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
以
来
時
代
の
要
求
の
変

他
と
技
術
の
進
歩
に
と
も
な
い
施
設
の
増

改
築
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
巌
近
で
は

さ
ら
に
施
設
の
老
朽
伯
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
新
年
度
か
ら
三
ヶ
年

計
画
で
施
設
の
全
面
改
築
に
着
手
す
る
乙

と
に
な
り
ま
し
た
。

建
設
用
地
と
し
て
は
現
在
地
の
裏
側
に

ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
用
地
を
確
保
し
、
初

年
度
の
平
成
二
年
度
は
土
地
造
成
と
設
計

を
行
な
い
ま
す
。

施
設
そ
の
も
の
の
建
設
は
、
当
セ
ン
タ
ー

が
稼
到
し
な
が
ら
建
設
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
が
平
成
三
、
四
年
の
二
ヶ
年
で

行
な
う
予
定
で
す
。

海
産
二
枚
員

漁
場
管
理
技
術
研
究

乙
の
研
究
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
で
問
題

と
な
っ
て
い
る
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
や
ホ
ヤ

類
な
ど
の
付
着
生
物
を
、
防
汚
剤
等
を
使

用
し
な
い
で
生
物
の
生
躍
を
利
用
し
て
付

着
を
少
く
す
る
技
術
を
開
発
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
駒
発
で
き
れ
ば
そ
の
効
用
は

大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

エ
ゴ
ノ
リ
養
殖
試
験

エゴ
ノ
リ
は
高
級
寒
天
の
原
糾
と
し
て

高
価
で
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
が、

そ
の
生

産
に
は
年
変
動
が
大
き
い
た
め
と
の
生
産

を
安
定
さ
せ
る
べ
く
こ
れ
ま
で

エ
ゴ
ノ
リ

種
苗
の
室
内
人
工
採
苗
試
験
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
乙
の
試
験
に

一
応
目
途
が
つ
い
た
の
で

新
年
度
か
ら
は

一
歩
前
進
さ
せ
海
で
の
本

絡
的
な
試
験
養
殖
に
取
り
組
み
ま
す
。

ナ
マ

コ
放

流
試
験

生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
本
県
産
ナ
マ

コ
資
源
の
回
復
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

ナ
マ
コ
の
室
内
人
工
採
苗
試
験
に
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
万
尾
単
位
の
稚
ナ
マ
コ
が

生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

こ
の
稚
ナ
マ
コ
を
実
際
に
天
然
漁
場
に
放

流
し
て
、
放
流
サ
イ
ズ
や
放
流
漁
場
の
検

討
あ
る
い
は
移
動
範
囲
な
ど
を
調
べ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す。
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以
上
新
規
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
の
事
業
も
関
係
者
の
皆
僚

の
理
解
と
協
力
あ
っ
て
と
そ
成
果
が
期
待

で
き
る
も
の
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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マ
ダ
ラ
卵
の
新
し
い
鵬
化
法
に
つ
い
て

魚
類
部
総
括
主
任
研
究
員

マ
ダ
ラ
の
増
殖
事
業
の

一
っ
と
し
て
、

古
く
か
ら
受
精
卵
放
流
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
マ
ダ
ラ
の
卵
巣
は
大
き
く
、
卵
そ

の
も
の
は
小
さ
い
た
め
実
に
多
く
の
卵
を

産
み
、

一
一
腹
百

t
四
百
万
粒
と
い
わ
れ
ま

す
。
船
上
で
漁
獲
さ
れ
た
雌
の
卵
巣
か
ら

し
ぼ
り
出
し
た
卵
と
雄
の
精
液
を
か
け
て

受
精
さ
せ
た
後
、
海
に
放
流
す
る
の
で
す
。

と
の
方
法
は
古
く
は
、
穏
国
が
日
本
の
行

領
下
で
あ
っ
た
昭
和
初
年
頃
、
釜
山
の
近

く
の
鎮
海
湾
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
回
本

で
は
、
脇
野
沢
村
漁
協
が
戦
後
の
大
不
漁

を
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
十
数
年

前
か
ら
始
め
て
お
り
、
最
近
で
は
、
隣
の

佐
井
村
牛
滝
支
所
で
も
始
め
た
ほ
か
、
津

軽
海
峡
に
面
す
る
北
海
道
知
内
な
ど
で
も

着
手
し
た
と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
精
卵
放
流
は
何
と
い

っ
て
も
簡
単
に

で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
の
で
す
が
、

た
だ
、
卵
が
成
熟
し
て
い
な
け
れ
ば
正
常

に
発
生
が
進
み
勝
化
し
な
い
の
で
す
か
ら
、

い
た
ず
ら
に
大
量
に
や
っ
て
も
そ
の
歩
留

が
問
題
と
な
り
ま
す
。

卵
巣
卵
が
成
熟
し

て
い
る
か
ど
う
か
判
断
し
て
か
ら
採
卵
す

る
の
が
第

一
に
注
怠
す
べ
き
点
と
な
り
ま
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塩

士百

す
。
ま
た
、
放
流
し
た
後
の
卵
の
運
命
に

つ
い
て
は
数
多
く
放
流
し
た
の
だ
か
ら
、

い
く
ら
か
生
残
っ

て
親
に
な
る
だ
ろ
う
と

楽
観
的
予
想
を
す
る
ば
か
り
で
す
。

解
化
仔
魚
放
流

そ
こ
で
、
受
精
卵
欣
流
か
ら

一
歩
進
め

て
、
帰
化
仔
魚
放
流
へ
と
脱
皮
し
た
の
が

脇
野
沢
漁
協
万
式
で
す
。

マ
ダ
ラ
卵
は
受
精
後
水
温
六
度
前
後
で

約
十
日
後
に
僻
他
し
ま
す
。
乙
の
聞
の
管

理
は
当
セ
ン
タ
ー
で
も
十
年
前
か
ら
種
箇

生
産
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ヒ
ラ
メ
の

卵
の
よ
う
に
海
中
に
漂
う
浮
遊
卵
を
勝
他
さ

せ
る
の
に
比
べ
て
非
常
に
難
し
い
の
で
す
。

~ 

(アトキンス式ふ化槽)

図1 ア トキンス式ふ化櫓

，由民

優

従
来
の
瞬
化
法

マ
ダ
ラ
卵
の
特
殊
な
点
は
、
海
水
よ
り

重
く
底
に
沈
む
性
質
と
、
卵
膜
に
弱
い
粘

性
が
あ
り
、
放
っ
て
お
け
ば
塊
を
な
す
乙

と
で
す
。
受
精
後

一
時
間
程
度
で

一
日
水

房
長
い
、
卵
膜
が
大
き
く
膨
れ
、

同
時
に

ゴ
ム
ま
り
の
よ
う
に
弾
性
を
も
ち
、
少
々

の
シ
ョ

ッ
ク
で
も
潰
れ
な
く
な
り
ま
す
。

乙
の
時
、
隣
り
合
っ
た
卵
同
志
が
粘
着
し

て
奥
を
な
す
の
で
す
。
従
っ
て
、

一日
一、

塊
に
な
り
そ
う
な
時
に
、
塊
を
ほ
ぐ
し
て

一
粒
ず
つ
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
や
る
乙
と
が

膨
化
率
を
高
め
る
重
要
な
作
業
と
な
り
ま

す
。
受
精
後
三

t
四
時
間
後
に
は
こ
細
胞

期
に
な
り
ま
す
が
、
乙
の
時
期
に
作
業
す

る
の
が
良
い
よ
う
で
す
。
幸
い
、
マ
ダ
ラ

の
卵
膜
の
粘
着
力
は
弱
い
も
の
で
す
か
ら
、

簡
単
に
ほ
ぐ
れ
ま
す
。
ほ
ぐ
し
た
卵
は
、

サ
ケ
・
マ
ス
類
の
卵
管
理
を
行
う
ア
ト
キ

日

用

(

止
-
防
ア
り
エ
ま

排
水

・
水
位
謁
整
用

サ
イ
フ
ォ
ン

ン
ス
式
野
伯
槽
を
用
い
て
、
防
虫
網
を
張
っ

た
木
枠
に
う
す
く
卵
を
拡
げ
何
段
に
も
重

ね
て
収
容
し
て
や
り
ま
す
(
図
一
)
。
こ

の
箱
の
中
に
勝
佑
間
際
ま
で
収
容
し
ま
す
。

乙
乙
ま
で
の
管
理
で
は
、
通
常
、
正
常

発
生
率
は
高
く
八
Q
%が
期
待
で
き
ま
す
。

歩
滅
り
の
原
因
は
枠
内
で
卵
の
塊
り
が
で

き
酸
素
不
足
と
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
こ

と
が
愚
大
の
要
因
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し

て
管
理
し
た
卵
を
勝
他
間
近
か
と
な
っ
て

か
ら
帰
化
槽
に
移
し
て
や
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
や
ら
れ
て
い
る
方
法
と
し
て
は
図
二

に
示
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
方
法
で
す
と
、
勝
化
箱
管
理
の
時
よ
り

も
通
水
が
悪
く
、
酸
素
不
足
と
な
る
た
め
、

卵
が
重
な
り
合
っ
た
所
か
ら
急
激
に
死
卵

が
発
生
し
て
水
生
菌
(
水
カ
ビ
)
が
蔓
延

し
、
み
る
み
る
死
卵
の
山
と
他
し
て
し
ま

う
の
で
す
。
水
槽
表
層
に
木
枠
を
浮
か
せ

る
方
法
も
効
率
が
悪
く
、
多

く
の
水
槽
を
必
要
と
す
る
割

に
膨
化
率
が
低
い
欠
陥
が
あ

り
ま
す
。
新
し
い
癖
化
法

当
セ
ン
タ
ー
で
は
飼
育
実

験
に
必
要
と
す
る
勝
他
仔
魚

の
数
が
せ
い
ぜ
い
数
万
尾
程

度
で
あ
り
、
効
率
的
な
勝
伯

法
の
開
発
の
必
要
が
な
か
っ

た
と
と
か
ら
、
既
に
説
明
し

戸画、、

法

(噴射法)

噴 射図3.-.. 

た
方
法
を
踏
襲
し
て
き
た
の
で
す
。

し
か
し
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と

新
し
い
勝
伯
法
の
開
発
は
必
要
で
あ
り
、

今
年
度
、
新
た
な
方
法
で
試
し
た
と
こ
ろ

上
々
の
成
果
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
簡
単

に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
、
帰
化
近
く
に
な
っ
た
卵
を
図
三

に
示
し
た
ブ
一
フ
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
プ
卵
勝
佑

槽
(
五
(同

γお
合
)
に
少
し
手
を
加
え
た

装
置
に
移
し
ま
す
。
卵
は
底
に
枕
み
ま
す

が
、
ジ
ョ
ワ
ゴ
状
に
な
っ
た
底
か
ら
底
商

に
対
し
て
斜
め
に
新
鮮
な
海
水
が
頃
射
す

る
す
る
よ
う
ノ
ズ
ル
穴
を
あ
け
、
海
水
の
流

量
を
調
節
し
て
、
卵
が
水
糟
底
か
ら
一

o
t

二
O
m程
度
し
か
浮
上
せ
ず
、

浮
ヒ
し
た
卵

が
ま
た
沈
下
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
勝
伯
し

た
仔
魚
は
強
い
止
の
走
光
性
が
あ
る
た
め
水

槽
の
ヒ
半
部
に
濃
密
な
群
を
な
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
サ
イ
フ
ォ
ン
で
隣
り
の
収
容
槽
へ
仔

魚
の
み
寸
伊
集
め
る
と
い
う
仕
鉛
け
で
す
。

こ
の
方
法
で
、
雌
二
腹
分
の
卵

(約

-7

0
hw
)
を

一
度
に
処
理
し
、
大
量
の
勝
佑

仔
魚
宇
佐
得
る
と
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
月

十
二
日
採
卵
し

一
月
二
十

一
H
に
収
容
し

て
そ
の
日
か
ら
一
日
後
に
は
殆
ど
勝
佑
し
、

約
百
万
尾
の
仔
魚
を
当
セ
ン
タ
ー
前
浜
に

放
流
す
る
と
と
が
で
き
ま
し
た。

今
後
は
、

卵
を
勝
出
箱
か
ら
同
装
置
へ
、

い
つ
移
す
の
が
最
善
か
等
を
検
討
し
、
さ

ら
に
改
良
を
加
え
た
い
f
考
え
て
い
ま
す
。
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本
県
で
は
間
和
五
七
年
よ
り
(
む
)
日

本
裁
倍
漁
業
協
会
宮
古
事
業
場
か
ら
稚
魚

の
分
譲
を
受
け
、
そ
の
稚
魚
を
中
間
育
成

を
し
放
流
を
実
施
し
て
来
ま
し
た
が
、
年
々

参
加
団
体
、
放
流
尾
数
共
増
え
て
き
て
お

り
、
日
本
海
域
で
は
放
流
効
果
の
兆
し
も

現
れ
て
来
ま
し
た
。
一
方
こ
れ
に
呼
応
し
、

安
定
的
な
種
苗
の
確
保
が
必
要
と
の
こ
と

か
ら
、
本
県
に
あ
っ
た
種
苗
生
産
技
術

(
マ
ニ
ュ
ア
ル
)
を
確
立
す
る
た
め
昭
和

六
三
年
度
よ
り
種
苗
生
産
試
験
を
始
め
て

来
ま
し
た
。
今
回
は
本
年
度
の
結
果
の
概

要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

親
色
…
・
産
仔

使
用
親
魚
は
当
セ
ン
タ
ー
で
昭
和
六
三

年
秋
よ
り
海
面
網
生
貸
(
五
×
五
×
四
机
)

で
養
成
し
た
親
魚
の
中
か
ら
四
一

t
四
八

仰
の
雌
親
魚
十
二
尾
を
選
別
し
陸
上
の
一

ト
ン
産
仔
水
槽
に
収
容
し
使
用
し
た
。
産

仔
は
五
月
初
め
よ
り
五
月
中
旬
ま
で
行
わ

れ
た
が
こ
れ
ら
の
う
ち
、
五
月
一
日
の
二
十

四
万
七
千
尾
、
五
月
六
日
の
二
十
万
三
千
尾

の
合
計
四
十
五
万
尾
の
仔
魚
を
使
用
し
た
。

飼

育

水

槽

各
生
産
回
次
と
も
遮
光
し
た
屋
外
キ
ャ

中

凱

ン
パ
ス
水
槽
(
三
ト
ン

・
五
ト
ン
)
を
三

間
使
用
し
、
取
り
上
げ
ま
で
同

一
水
槽
で

飼
育
し
た
。

飼

育

水

日
令

一
t
九
日
迄
は
ク
ロ
レ
ラ
を
添
加

し
な
が
ら
止
水
と
し
、

一
O
日
以
降
は
飼

育
水
の
状
態
や
仔
魚
の
成
長
に
合
わ
せ
適

宜
止
水
、
換
水
を
繰
り
返
し
、
二
九
日
か

種苗生産結果

生産国次 2 3 
産 仔 月 日 5 • 1 5・l 5・6

飼 育 水 糟
3トン円型 3トン円型 3トン円型
キャンノ4ス キャンノ4ス キャンノ〈ス

収 ー廿』 尾 数 15，000 15，000 25.000 
収容密度(尾/m) 5，000 5，000 5.000 
取 り上げ月 日 6・30 7・18 6・30
取り上げ平均全長 (mm) 20.9 21.8 18.7 
取り上げ 尾 数 4，586 6.790 7.929 
生 残 率(%) 30.6 45.3 31.7 
飼 育 日 数 60 72 60 

表 1

ら
は
流
水
飼
育
と
し
た
。
水
温
は
全
飼
宵

期
間
中
十

一
t
十

ρじ
の
範
間
に
あ
っ
た
。

宵
H
M

汀
4
0

古

品

巾

草

a

日
令
一

t
二
O
日
ま
で
は
ク
ロ
レ
ラ
で

栄
養
強
伯
し
た
ワ
ム
シ
を
、
日
令
四
日
か

ら
は
ア
ル
テ
ミ
ア
幼
生
を
追
加
し
日
令
三

五
日
か
ら
は
養
成
ア
ル
テ
ミ
ア
、
そ
の
後

マ
ダ
一フ
卵

・
配
合
餌
粉
を
投
与
し
た
。

種
苗
生
産
結
果

各
生
産
回
次
に
お
け
る
種
苗
生
産
結
果

を
表
に
示
し
た
。
各
生
産
回
次
の
平
均
生

銭
率
は
三
五
・
三
%
(
範
囲
三
0
・
六
t

四
五

・
二一
%
)
で
あ
り
生
産
回
次
一

・
三

に
お
い
て
低
い
値
が

認
め
ら
れ
た
が
、
こ

れ
は
水
質
悪
化
と
ガ

ス
病
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
た
。

今
後
の
課
題

。
健
全
な
仔
魚
を

産
仔
す
る
た
め
の

親
魚
養
成
技
術
の
確

立。

久
餌料系列

3 餌料 ・ 種類 10 20 30 40 50 60 70(日令)
トワ ム シ

ン ア/レテミア(幼生)

'2' アノレテミア(養成)
回 ーマ タ ラ 耳目
a、L 白E 三口込 餌 料 -・・・・.

(平均全長) 7.2 12.0 14.9 21.8 (mm) 

表2

戸ヘ

O

健
全
な
種
苗
を

生
産
す
る
た
め
の
餌

粉
系
列
(
種
類

・

単
一
・
期
間
)
の
検

討。
O

大
量
生
産
時
の

水
質
管
理
。

，-、‘

ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
二
の
成
長
、
産
卵
に
つ
い
て

植

ヰサ

康

魚
類
部
主
任
研
究
員

青
森
県
太
平
洋
沿
岸
で
、
漁
獲
量
が
減

少
し
て
き
で
い
る
ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
二
に
つ
い

て
、
平
成
元
年
度
か
ら
平
成
二
年
度
ま
で
、

ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
ニ
増
殖
試
験
を
青
森
県
水
産

増
殖
セ
ン
タ
ー
で
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
試
験
の
一
環
と
し
て
、
青
森

県
水
産
事
務
所
、
一二
沢
市
漁
業
協
同
組
合
、

八
一戸
市
南
浜
漁
業
協
同
組
合
の
御
協
力
を

得
て
、

三
沢
市
及
び
八
一戸
市
治
岸
で
、
生

態
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
乙
の
調
査
は

現
在
も
継
続
中
で
す
が
、
調
査
の
内
容
に

つ
い
て
理
解
し
て
頂
く
意
味
を
乙
め
て
、

こ
れ
ま
で
に
得
た
成
長
、
産
卵
の
知
見
に

つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
又
、

ヒ
一フ
ツ
メ
ガ

ニ
人
工
種
苗
生
産
試
験
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
年
一
月
二
五
日
発
行
の

水
産
だ
よ
り
第

二
一
二
一
号
で
、
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
の
で
ご
参
照
下
さ
い
。

一
、
調
査
場
所
及
び
調
査
方
法

三
沢
海
域
で
は
、

一
人
の
漁
業
者
の
刺

網
で
と
れ
た
ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
一
二
回
分
、
大

小
す
べ
て
に
つ
い
て
、
甲
長
、
甲
幅
、
体

重
、
外
仔
卵
、
卵
巣
、
精
巣
に
つ
い
て
測

定
を
行
な
い
ま
し
た
。
調
査
は
、
平
成
一克

年
六
、
七
、
八
月
号
下
旬
の
三
回
行
な
い

ま
し
た
。
八
戸
海
域
で
は
、
漁
業
者
に
依
頼
し
て
、

カ
ニ
簡
を
水
深
五

t
一
O
m
の
砂
域
に
設

置
し
て
ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
ニ
を
採
集
し
ま
し
た
。

測
定
は
三
沢
梅
域
と
同
様
で
す
。
平
成
元

年
七
月
下
旬
か
ら
月

一
t
二
回
の
調
査
を

現
有
も
継
続
中
で
す
。

二
、

成

長

問
海
域
の
雌
個
体
の
甲
幅
組
成
す
伊
}
図
に

示
し
ま
し
た
。

ハ門

二一
れ
海
域
(
図
一
)

(I
群
)
平
成
元
年
六
月
二
九
日
に

八
0
ミ
リ
前
後
に
中
心
が
あ
っ
た
群
は
、

七
月
三
一
日
に
は
小
さ
く
な
り
、
八
日
月

一
四
日
に
は
消
失
し
て
い
ま
す
。

(
H
M

帯
)
代
っ
て
、
六
月
二
九
日
に
は
五

0

ミ
リ
前
後
に
中
心
を
持

っ
た
小
さ
な
群

が
、
七
月
三一

日
に
は
五
五
ミ
リ
前
後

に
中
心
を
持
つ
大
き
な
群
と
な
り
、
八

月
二
四
日
に
は
六
五
ミ
リ
前
後
と
な
り

ま
し
た
。

伺
八
戸
海
域
(
国
二
)

(I
群
)
平
成
元
年
七
月
二一

日
に

七
0
ミ
リ
前
後
に
中
心
が
あ
っ
た
群
は
、

八
月
一
五
日
に
は
消
失
し
て
い
ま
す
。
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出

(E
群
)
七
月
二
一
日
に
五

0
ミ
リ
前

後
に
中
心
が
あ
っ
た
群
は
、
八
月
一
五

日
に
は
五
五
ミ
リ
、
九
月
五
日
、
九
月

二
七
日
に
六
五
ミ
リ
前
後
と
な
り
、

一

O
月
二
四
日
に
は
消
失
し
て
い
ま
す
。

(E
群
)
平
成
元
年
七
月
二
一
日
に
三

0
ミ
リ
以
下
の
群
が
、
八
月

一
五
日
に

四
五
ミ
ソ
前
後
、
九
月
五
日
に
五
五
ミ

リ
前
後
、
九
月
二
七
日
か
ら

一
一
月
二

七
日
ま
で
は
六
五
ミ
川
ノ
前
後
で
停
滞
し
、

一
一
一
月
二
五
日
、
平
成
二
年
一
月
二
三
日

に
は
七
五
ミ
リ
前
後
と
な
り
ま
し
た
。

三
、
産

卵

期

同
時
に
測
定
し
た
卵
巣
、
外
仔
卵
か
ら

各
群
の
産
卵
期
の
推
定
、
及
び
甲
幅
組
成

で
重
な
る
各
群
の
区
分
け
が
で
き
ま
し
た
o

H

一二
沢
海
域

(I
群
)
平
成
元
年
六
月
二
九
日
に

は
甲
幅
六
五
ミ
リ
以
上
で
卵
巣
の
発
達

青森県水産増殖センターだより 第51号

50 60 70 80 
甲幅 (mm)

ヒラツメガニ甲幅組成
(三沢海域、雌)

..-.. 平成元年7月2HI
I I N=33 

J~ 
」J25

90 

8月15日
N二 104

90 

円λ
甲車偏 (mm) 

ヒラツメガ二甲幅組成
(八戸海域、雌)

40 

図1

L
[
[
己
目
」

し
た
個
体
が
多
く
、
抱
卵
個
依
も
み
ら

れ
ま
し
た
。
七
月
三
一
日
に
は
卵
巣
の

発
達
し
た
個
体
、
抱
卵
個
依
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

(E
群
)
七
月
=
二
日

に
甲
幅
五
五
ミ
リ
前
後
で
卵
巣
が
未
発

達
で
あ
っ
た
も
の
が
、
八
月
二
四
日
に

は
甲
幅
六

0
ミ
リ
以
上
で
卵
巣
が
発
達

し
て
い
ま
し
た
が
、
抱
卵
個
体
は
み
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

同

八

一戸
海
域

(E
群
)
平
成
元
年
八
月
一
五
日
に

甲
幅
五
五
ミ
リ
前
後
で
卵
巣
重
量
、
抱

卵
個
体
共
に

O
で
あ
っ
た
も
の
が
、
九

月
二
七
日
に
は
甲
幅
六

0
ミ
リ
以
上
で

卵
巣
が
良
く
発
達
し
、
抱
卵
個
体
も
み

ら
れ
ま
し
た
。
(
目
群
)
十
月
二
四
日

に
甲
幅
六
五
ミ
リ
前
後
で
卵
巣
が
未
発

達
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
一
月
二
七
日
に

は
甲
幅
六

0
ミ
リ
以
上
で
卵
巣
の
発
達

~、

戸h、、

が
み
ら
れ
、
二

一月
二
五
日
に
は
甲
幅

七

0
ミ
リ
以
上
で
卵
巣
が
良
く
発
達
し

て
い
ま
し
た
。
平
成
二
年
一

月
二
三
日

も
同
様
で
し
た
。
又
、
抱
卵
個
俸
は
出

現
し
て
い
ま
せ
ん
。

以
上
の
結
果
か
ら
は
、
六
月
か
ら
八
月

に
産
卵
す
る
春
産
卵
(
発
生
)
群

(I
、

血
群
)
と
、
九
月
か
ら
一

O
月
に
産
卵
す

る
秋
産
卵
(
発
生
)
群

(E
群
)
が
認
め

ら
れ
、
産
卵
後
は
消
失
し
て
お
り
、
自
然

界
で
は
、
寿
命
は
約
一
年
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
飼
育
試
験
で
は
秋

産
卵
群
が
、
産
卵
後
も
生
き
続
け
て
お
り
、

又
、
一
年
未
満
の
不
十
分
な
調
査
か
ら
の

推
定
で
す
の
で
、
今
後
、
継
続
的
な
調
査

が
必
要
で
あ
り
、
関
係
者
の
皆
様
の
御
協

力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

戸園、

現

予五

割

JL 
'O~ 

図2

30 

オ
ゾ
ン
処
理
海
水
に
よ
る

ヒ
ラ
メ
の
飼
育
試
験

ヒ
ラ
メ
の
初
期
飼
育
に
お
け
る
歩
減
り

の
原
因
と
し
て
は
、
飼
育
水
の
水
質
悪
伯

に
よ
る
箆
死
等
が
考
え
ら
れ
る
。

又
、
初
期
の
止
水
飼
育
中
の
水
質
悪
化

を
抑
さ
え
る
方
法
と
し
て
は
、
水
換
え
、

底
帰
除
等
を
適
宜
行
う
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
し
か
し
、
大
型
水
僧
を
用
い
た
大
量

生
産
時
の
底
掃
除
及
び
少
量
し
か
流
せ
な

い
時
期
の
水
交
換
に
は
、
多
く
の
労
力
と

時
聞
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、

水
質
悪
他
を
押
さ
え
る
方
法
と
し
て
オ
ゾ

ン
処
理
水
に
よ
る
、
ヒ
ラ
メ
初
期
稚
魚
の

飼
育
を
試
み
ま
し
た
。

戸圃‘、

魚
類
部
技
師

中

西

贋

義

試
験
の
方
法

川

第

一
回
試
験

①

期

間

元
年
七
月
七
日

t
七
月
二

一
日

②
供
試
魚
:
ふ
他
二
日
後
の
ヒ
ラ
メ

(
全
長
三

・
一
柳
)
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C
--
止
水

+
必
要
に
応
じ
全
換
水

凶
第
二
凶
試
験

①
期
間
:
元
年
七
月
二
六
日

t

八
月
二
一
日

①
供
試

魚

ふ

佑

二

一
日
後
の
ヒ

ラ

メ

(
全
長

一
0
・
九
m
m
)
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第 1回試験結果表 1

f町、、

--A:オ
ゾ
ン
十
生
物
捕
過

B
E
・生
物
総
過

c:流
水

結

果

川

第

一

回
試
験

(表

一
参
照
)

①
成
長

・
生
残
率

A
区
は
飼
育
一

O
H
自
ま
で
は
成
長

が
一
番
良
か
っ
た
が
、
二
日
自
の
オ
ゾ

ン
処
理
後
へ
い
死
、
C
区
は
一

五
日
目

で
腹
部
膨
満
症
に
よ
る
へ
い
死
が
目
立

ち
、
生
桟
率
が
極
端
に
低
下
し
た
。
結

戸ヘ

果
的
に
は
、
B
区
(
循
環
纏
過
飼
育
)

が
成
長
、
生
残
率
と
も
最
も
良
い
結
果

と
な
っ
た。

①
P

H
 

試
験
期
間
中
の
平
均
値
は
七

・
九
程

度
で
、

A
・
B
-
C
区
と
も
差
は
み
ら

れ
な
か
っ
た。

①

D

O

 

試
験
期
間
中
の
平
均
値
は
、

B
-c

区
の
八

・
八
に
対
し
、
A
区
が
九

・
一

と
若
干
高
か
っ
た
。
乙
れ
は
、
オ
ゾ
ン

7/26 8/ 5 8/15 8/21 

全 長 (mm) 10.9 17.8 29.1 47.3 

主主残率 (%) 100 74.5 73.4 72.4 

A区 水温 ("C) 21.1 (17.8-22.8) 

P H 7.7 (7.10-8.39) 

o 0 (TTJ}/C) 8.0 (6.40-9.60) 

全 長 (mm) 10.9 21.4 34.5 50.3 

当て残率 (%) 100 89.4 日7.6 87.1 

B区 水漏 ("C) 21.3 (18.8-23.4) 

P H 7.6 (6.92-8.13) 

o o (TTJ}/C) 7.7 (6.4(1-9.01) 

全長 (mm) 10.9 22.2 38.4 56.9 

生残率(%) 100 89.5 87.9 87.3 

C区 水温 ("C) 23.5 (20.8-24.1) 

P H 8.1 (7.77-8.29) 

!) 0 (TTJ}/ C) 7.6 (6.20-9.80) 

第2回試験結果表2

，画、

←→ A区(オゾン+生物織邑)

←ー→ B区(生物j部品)

←→ CI>く (流水)

(mm) 

60卜

50ト

全 40

:JO 

長 20

7/7 7/16 7/18 7/21 

全長 (mm) 3.12 5.55 6.20 

生残率(%) 100 40 。
A区 水温 ("C) 18.4 (17.1-19.6) 

P H 7.9 (7.60-8.21) 

o 0 (TTJ}/ C) 9.1 (8.40-10.0) 

全長 (mm) 3.12 5.40 7.20 

生残率(%) 100 40 30 

B区 水混 CC) 18.5 (17.1-19.9) 

P H 7.9 (7.65-8.21) 

。o(TTJ}/ C) 8.8 (8.10-10.3) 

全長(醐) 3.12 5.47 6.30 

生残;，f>(%) 100 :JO 7.17 

C区 水温 ("C) 19.2 (18.3-21.5) 

P H 7.9 (7.50-8.21) 

。o(TTJ}/ C) 8.2 (7.70-9.60) 

←→ A区(オゾン+生物総過)

←→ B区(生物滅過)

←→ C区(流水)

80 

生 60

9']1 

率 40

10 20 

。
8 J 0 12 14 16 1 R 20 22 24 26 30 
飼育経過口数 (日)

図2 成長の変化

(第2回試験)

6 2 8 10 12 14 16 1 R 20 22 24 26 28 
飼育経過日数 (日)

生残率の変化

(第2回試験)

図1

6 2 
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曝
気
槽
に
よ
る
曝
気
の
影
響
と
思
わ
れ

る。
【ま

と

め

】

試
験
十
五
日
間
で
は
、
成
長
、
生
残

率
と
も
B
区

(
生
物
品
問
過
)
が
一
番
良

い
結
果
と
な
っ
た
。
流
水
飼
育
が
行
え

な
い
初
期
飼
育
の
段
階
で
は
、
循
環
摘

過
に
よ
る
飼
育
水
の
安
定
が
魚
病
の
発

生
予
防
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、

一
回
の
み
の
試
験
で
あ
る
の

で、

今
後
、
デ
ー
タ
の
積
み
重
ね
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
又
、
オ
ゾ
ン
処
理
区

に
つ
い
て
は
、
何
か
を
メ
ル
ク
マ
ー
ク

と
し
て
、
そ
れ
以
上
の
値
が
出
た
ら
、

オ
ゾ
ン
処
理
す
る
と
い
っ
た
方
法
を
考

え
る
等
、
使
用
方
法
、
量
、
時
間
等
に

つ
い
て
、

今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

山

第

二
回
試
験(表
二
、
図

一
・
二
参
照
)

①
成
長
、
摂
餌
電

成
長
、
摂
餌
量
と
も
、

c、
B
、
A

区
の
順
に
良
か
っ
た
。

B
区
が
C
区
よ

り
悪
か
っ
た
の
は
、
配
合
餌
斜
投
与
に

よ
り
、
生
物
抽
出
過
槽
に
能
力
以
上
の
負

荷
が
か
か
り
、
水
質
悪
佑
へ
つ
な
が
っ

た
為
と
思
わ
れ
る
。
又
、

B
区
よ
り
A

区
が
さ
ら
に
悪
か
っ
た
の
は
、
オ
ゾ
ン

処
理
に
よ
り
、
ヒ
ラ
メ
の
畏
餌
欲
が
減

退
し
た
為
と
思
わ
れ
る
。

青森県水産増殖センターだより第51号

①
生
残
率

B
-
C
区
と
も
差
は
な
く
、
A
区
が

若
干
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、

こ
の
程
度
の
値
い
は
通
常
の
飼
育
条
件

下
で
も
見
ら
れ
て
い
る
差
と
い
え
る
。

①
P

H

 

二
七
日
間
の
平
均
値
は
、
C
区
が
八

・

一
一
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
A
・
B
区

は
そ
れ
ぞ
れ
七

・
六
九
、
七
・
六
O
で

績
過
憎
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

@
D

O

 

二
七
回
聞
の
平
均
値
は
、
B
-
C
区

が
そ
れ
ぞ
れ
七

・
七
勾

/
t
、
七

-
六

勾

/
Eで
あ
っ
た
の
に
対
し
、
A
区
が

八
・
O
勾

/
tと
高
か
っ
た
の
は
、
オ

ソ
ン
曝
気
仙
聞
に
お
け
る
曝
気
の
為
と
思

わ
れ
る
。

【ま

と

め

〕

試
験
二
七
回
聞
で
い
ず
れ
の
区
に
も

魚
病
発
生
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
又
、

成
長
、
生
残
率
共
に
オ
ゾ
ン
区
が
悪

か
っ
た
が
今
後
は
、
国間餌
意
欲
を
減
速

さ
せ
な
い
た
め
に
、
さ
ら
に
、
魚
に
害

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
水
質
悪

伯
を
防
ぐ
為
に
は
、
オ
ゾ
ン
の
注
入
量
、

時
間
、
濃
度
等
を
ど
の
よ
う
に
処
屈
す

れ
ば
良
い
か
等
、
各
魚
種
、
各
ス
テ
ー

ジ
毎
の
デ
l
タ
の
蓄
積
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。

戸画、

，.-. 

最
近
本
県
沿
岸
で
記
録
さ
れ
だ
珍
魚

士孟

垣

魚
類
部

総
括
主
任
研
究
員

北
の
海
か
ら
ダ
ウ
リ
ア
チ

ョ
ウ
ザ
メ

(
写
真

A
t
C
)

一
九
八
九
年

一
月
二
六
日
、
脇
野
沢
地

先
の
サ
ケ
定
置
に
一栄
網
一

全
長

一一

九
・

五
仰
、
小O

本
種
は
本
来
、
ア
ム
ー
ル
問
の
淡
水

・

汽
水
践
に
生
息
し
て
い
る
が
、
時
樺
太
沿
岸

や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
奥
部
か
ら
も
報
告
が

あ
る
。
北
海
道
沿
岸
で
一
九
七
四
年
十
月

か
ら

一
九
七
五
年
五
月
の
聞
に
、
猿
払
、

忍
路
、
南
芳
部
の
三
海
域
か
ら
と
れ
た
四

個
俸

(
全
長

一
O
九

・
九

t
一
六
二
・
八

仰
)
が
日
本
で
初
め
て
の
記
録
(
尼
岡

・

仲
谷
、
一
九
七
五
)
。
青
森
県
海
威
か
ら
は

チ
ョ
ウ
ザ
メ
類
と
し
て
は
赤
石
神
で
と
れ

た
チ
ョ
ワ
ザ
メ
、
脇
野
沢
仲
定
置
で

一
九

八
三
年
十
月
に
と
れ
た
種
不
明
の
一
種

(
標
本
は
北
大
水
産
動
物
学
講
座
で
所
蔵
)

に
次
ぐ
新
記
録
。
な
お
、
本
日
間
一か
ら
は
回取

高
級
の
キ
ャ
ビ
ア
が
と
れ
る
。

南
の
海
か
ら
イ
シ
ダ
イ
と
イ
シ
ガ

キ
ダ
イ
と
の
天
然
交
雑
魚

(
写
真

D
)

一
九
八
八
年
一
月
十
三
口
、
佐
井
村
牛

戸民、

滝
地
先
の
小
定
置
に
乗
網

・
全
長
一
七
五

側
、
5
両
種
の
聞
に
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
天

然
交
雑
魚
が
み
ら
れ
る
乙
と
は
知
ら
れ
て

い
た
(
荒
賀
、

一
九
八
四
)
。
ま
た
、
実

際
に
人
工
授
精
に
よ
る
交
雑
実
験
を
行
い

成
魚
ま
で
育
て
た
事
例
も
あ
る
(
熊
井
、

一
九
八
四
)
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
雑
種
第

一
代
の
体
斑
紋
に
ピ
タ
リ
と
合
致
す
る。

し
か
し
、
全
長

一
七
・
五
仰
と
比
較
的
大

型
で
あ
っ
て
も
体
の
横
縞
が
明
瞭
に
残

っ

て
お
り
、
特
徴
あ
る
斑
紋
を
呈
し
て
い
る
。

依
円
以
計
数
形
質
は
背
鰭
油
十
七
、
四骨鰭
目

十
三
、
胸
鰭
十
六
、
脊
椎
骨
数
十

t
ト
一

+
十
阿

t
十
五
H
二
五
で
あ
り
イ
シ
ダ
イ

の
そ
れ
に
合
致
す
る
。

深
海
か
ら
ヒ

ョ
ッ
コ

リ

、

フ
リ

ソ

デ

ウ

オ

(
写
真

E
)

一
九
八
八
年
十
一
月
、
白
糖
地
先
の
サ

ケ
定
置
に
一葉
網

一
全
長
二
五
七
側
、
係
各

部
に
損
傷
あ
り
。

こ
の
類
は
フ
リ
ソ
デ
ウ
オ
斜
に
属
し
、

こ
れ
ま
で
本
県
で
記
録
さ
れ
た
も
の
は
サ

戸画、

優

ケ
ガ
シ
ラ
、
ユ
キ
フ
リ
ソ
デ
ワ
オ
、
テ
ン

ガ
イ
ハ
タ
の
三
種
。
北
部
日
本
海
沖
地
震
の

前
後
に
日
本
海
、
津
軽
海
峡
沿
岸
で
数
多
く

採
集
さ
れ
、
地
震
と
の
関
連
が
話
題
と
な
っ

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
フ
リ
ソ
デ
ウ
オ
制

魚
類
は
若
魚
と
成
魚
の
形
態
が
著
し
く
異
な

り
、
分
類
学
的
に
も
ま
だ
多
く
の
問
題
が
あ

り
、
こ
の
標
本
は
貴
重
な
も
の
と
な
る
。

標
本
入
手
に
当
り
、
脇
野
沢
村
漁
協
組

合
長
中
島
俊
二
氏
、
佐
井
村
漁
協
牛
滝
支

所
元
支
所
長
野
村
義
勝
氏
、
白
糖
漁
協
職

員
伊
勢
出
協
同
同
氏
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
今
後
、
臨
時
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

珍
魚
を
と
り
あ
げ
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
、
標
本
提
供
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

文

献

尼
岡
邦
夫

・
仰
谷
一
宏
。
一
九
七
者
。
日

本
で
初
記
録
の
ダ
ワ
リ
ア
チ
ョ
ワ
ザ
メ
。

魚
類
学
雑
誌
、
二一一

(
三
)

一
一
六
四

t
一
六
六
(
英
文
)。

荒
賀
忠

一
。
一
九
八
四
。
イ
シ
ダ
イ
の
解

説
。
日
本
産
魚
類
大
図
鑑
。

東
海
大
出

版
会
。

熊
井
英
水
。

一
九
八
四
。
イ
シ
ダ
イ
の
養

殖
生
物
学
的
研
究
。
近
畿
大
学
水
建
研

究
所
報
告
、

(一

一)

一
一
t
一
二
八。


